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は
じ
め
に

　

二
〇
一
一
（
平
成
二
三
）
年
三
月
一
一
日
午
後
二
時
四
六
分
、
三
陸
沖

を
震
源
と
し
て
発
生
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
・
〇
の
地
震
は
、
東
北
か

ら
関
東
地
方
に
か
け
て
の
太
平
洋
沿
岸
に
甚
大
な
津
波
被
害
を
も
た
ら
し

た
。
ま
た
そ
れ
に
よ
り
起
こ
っ
た
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

事
故
に
よ
っ
て
、
放
射
性
物
質
が
広
範
囲
に
わ
た
り
降
り
注
ぎ
、
多
く
の

人
び
と
が
故
郷
を
離
れ
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

こ
の
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
四
年
半
が
過
ぎ
た
。
政
府
は
、
二
〇

一
五
（
平
成
二
七
）
年
度
ま
で
の
五
年
間
を
「
集
中
復
興
期
間
」
と
し

て
、
復
旧
・
復
興
事
業
の
た
め
の
財
政
的
な
援
助
を
行
っ
て
き
た
が
、
そ

れ
が
終
わ
り
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
応
急
仮
設
住
宅
の
供
与
期

間
が
法
律
上
は
工
事
完
了
か
ら
二
年
三
ヶ
月
以
内
と
さ
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
宮
城
県
で
二
六
、
八
〇
〇
人（

（
（

、
岩
手
県
で
一
八
、
三
七
〇

人（
（
（

、
福
島
県
で
一
九
、
八
一
八
万
人（

（
（

が
二
〇
一
五
年
一
〇
月
末
の
時
点
で

も
入
居
中
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
ひ
と
つ
を
と
っ
て
も
、
復
旧
・
復
興
が
完

了
し
た
と
は
言
え
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
住
宅
再

建
、
生
活
再
建
が
難
し
い
な
か
、
被
災
地
域
か
ら
の
人
口
流
出
に
歯
止
め

が
か
か
ら
な
い
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

　

こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
の
が
、
次
の
よ
う
な
災
害
社

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
復
興
と
神
社

─
宮
城
県
気
仙
沼
市
の
事
例
か
ら
─

黒
﨑
浩
行
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会
学
の
知
見
で
あ
る
。
災
害
と
は
地
震
や
津
波
、
台
風
、
火
山
噴
火
な
ど

の
自
然
現
象
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
引
き
金
と
し
て
人
間
の
社
会

的
・
経
済
的
構
造
の
脆
弱
性
が
露
呈
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
地
域

再
建
・
生
活
再
建
に
向
か
う
レ
ジ
リ
ア
ン
ス
（
復
元
＝
回
復
力
）
の
あ
り

か
が
問
わ
れ
る（

（
（

。

　

な
ら
ば
、
こ
の
た
び
の
震
災
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
復
興
に
、
地

域
の
神
社
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
問
い
に
応
え
て
い
る
調
査
研
究
と
し
て
、
東
北
大
学
東
北
ア
ジ
ア

研
究
セ
ン
タ
ー
が
宮
城
県
地
域
文
化
遺
産
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員

会
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
行
っ
た
「
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
被
災
し
た
民

俗
文
化
財
調
査
」
が
あ
る（

（
（

。
そ
の
中
心
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る
滝
澤
克

彦
は
、
津
波
に
よ
っ
て
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
宮
城
県
の
集
落
に
お
い

て
、
早
い
段
階
か
ら
神
輿
渡
御
や
獅
子
舞
の
行
脚
な
ど
の
祭
礼
が
復
活
し

て
い
る
こ
と
、
ま
た
祭
礼
が
復
活
し
な
か
っ
た
事
例
に
も
注
目
し
、
震
災

前
後
の
社
会
空
間
の
認
識
と
祭
礼
と
の
関
わ
り
、
村
落
の
レ
ジ
リ
ア
ン
ス

に
お
け
る
祭
礼
の
役
割
を
論
じ
て
い
る（

（
（

。

　

ま
た
、
植
田
今
日
子
は
社
会
学
に
お
け
る
災
禍
の
儀
礼
論
を
振
り
返
り

つ
つ
、「
災
禍
の
渦
中
に
あ
っ
て
、
今
後
ど
こ
に
住
む
の
か
も
定
ま
ら
な

い
人
び
と
が
展
開
し
た
祭
礼
が
、
ど
の
よ
う
な
実
践
で
あ
っ
た
の
か
を
問

い
、
儀
礼
的
実
践
が
災
害
そ
の
も
の
を
ど
う
左
右
し
、
被
災
者
自
身
の
生

活
を
ど
う
形
づ
く
っ
て
い
く
の
か（

（
（

」
と
い
う
こ
と
に
議
論
の
焦
点
を
絞

る
。
そ
し
て
、
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
福
島
県
相
双
地
域
の
相
馬
野
馬

追
、
二
〇
〇
四
（
平
成
一
六
）
年
一
〇
月
二
三
日
に
発
生
し
た
中
越
地
震

に
お
け
る
新
潟
県
山
古
志
村
の
牛
の
角
突
き
と
い
う
二
つ
の
事
例
に
お
い

て
、
先
の
見
え
な
い
「
直
線
的
な
時
間
」
の
な
か
に
あ
っ
て
、
家
畜
の
世

話
と
い
う
平
常
時
の
営
み
を
伴
う
「
回
帰
的
な
時
間
」
の
定
点
を
作
り
出

す
と
い
う
祭
礼
の
役
割
を
見
出
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
先
行
研
究
の
知
見
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
二
〇

一
三
（
平
成
二
五
）
年
一
〇
月
か
ら
二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
九
月
に

か
け
て
宮
城
県
気
仙
沼
市
で
行
っ
て
き
た
共
同
調
査（

（
（

に
も
と
づ
き
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
復
興
の
諸
課
題
と
そ
こ
で
の
神
社
の
関
わ
り
を
、
被
災
当
事

者
に
よ
る
祭
礼
の
斎
行
の
み
な
ら
ず
、
土
地
区
画
整
理
事
業
が
進
む
な
か

で
の
神
社
の
立
地
や
外
部
か
ら
の
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
境
内
へ
の
慰

霊
碑
建
立
な
ど
の
動
き
も
含
め
て
多
面
的
に
検
討
す
る
。
こ
の
調
査
は
現

在
も
進
行
中
で
あ
り
、
現
場
の
状
況
も
刻
々
と
変
化
し
て
い
る
た
め
、
中

間
的
な
報
告
・
考
察
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
ご
容
赦
願
い
た
い
。

　

ま
た
、
本
調
査
は
地
域
復
興
に
寄
与
す
る
た
め
の
協
働
を
伴
う
ア
ク

シ
ョ
ン
・
リ
サ
ー
チ
を
志
向
し
て
い
る
こ
と
も
付
言
し
て
お
く
。
こ
う
し

た
方
向
で
の
学
知
の
運
動
に
は
、
価
値
判
断
、
調
査
す
る
側
・
さ
れ
る
側

の
権
力
関
係
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
落
と
し
穴
が
つ
き
ま
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と
う
こ
と
が
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
そ
れ
ら
の
困
難
に
つ
い
て
も
反

省
的
に
自
覚
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

一
、
気
仙
沼
市
の
神
社
の
諸
相

概
況

　

気
仙
沼
市
は
宮
城
県
北
部
の
太
平
洋
岸
に
面
し
、
北
は
岩
手
県
陸
前
高

田
市
と
、
南
は
宮
城
県
南
三
陸
町
と
接
し
て
い
る
。
唐
桑
半
島
と
大
島
、

リ
ア
ス
海
岸
、
岩
手
県
一
関
市
か
ら
気
仙
沼
湾
に
流
れ
込
む
大
川
を
は
じ

め
と
す
る
河
川
な
ど
が
特
徴
的
な
地
理
的
条
件
を
形
づ
く
り
、
漁
業
、
養

殖
業
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
る
。

　

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
沿
岸
部
を
津
波
が
襲
い
、
一
、
三
五
八
人
が

死
亡
、
一
〇
七
人
が
関
連
死
、
二
二
〇
人
が
行
方
不
明
と
な
っ
た
。
住
宅

被
災
棟
数
は
一
五
、
八
一
五
棟
、
被
災
世
帯
数
は
九
、
五
〇
〇
世
帯
に
及

ぶ（
（1
（

。
二
〇
一
五
年
九
月
末
現
在
の
人
口
は
六
六
、
九
二
〇
人
と
、
震
災
前

の
二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
年
一
〇
月
一
日
の
人
口
七
三
、
四
八
〇
人
よ

り
約
九
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
し
て
い
る（

（1
（

。

　

三
陸
リ
ア
ス
海
岸
の
他
の
地
域
と
同
様
、
多
く
の
人
び
と
が
津
波
を
逃

れ
て
高
台
の
神
社
、
寺
院
、
教
会
等
の
宗
教
施
設
に
避
難
し
、
宗
教
者
も

人
び
と
を
受
け
入
れ
て
支
援
に
取
り
組
ん
だ（

（1
（

。

　

以
下
で
は
、
気
仙
沼
市
中
心
部
、
松
岩
地
区
、
唐
桑
町
、
本
吉
町
小
泉

地
区
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
そ
こ
に
鎮
座
す
る
神
社
と
震
災
時
の
状

況
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
復
興
と
の
関
わ
り
を
、
現
地
で
の
関
係
者
へ
の
聞
き

取
り
調
査
を
も
と
に
述
べ
る
。

市
中
心
部

　

紫
神
社
（
写
真
１
）
は
、
気
仙
沼
市
中
心
部
の
南
町
を
見
下
ろ
す
浜
見

山
の
中
腹
に
鎮
座
す
る
神
社
で
あ
り
、
同
地
区
に
津
波
が
押
し
寄
せ
た
と

き
、
約
一
五
〇
人
の
住
民
が
避
難
し
、
境
内
の
紫
会
館
に
身
を
寄
せ
た（

（1
（

。

　

市
の
指
定
避
難
所
で
は
な
か
っ

た
が
、
避
難
し
た
自
治
会
長
ら
を

中
心
に
ま
と
ま
っ
て
市
に
要
望
を

重
ね
た
。
そ
の
結
果
、
三
月
一
三

日
に
な
っ
て
指
定
避
難
所
と
し
て

認
定
さ
れ
、
援
助
物
資
が
届
く
よ

う
に
な
っ
た
。

　

自
治
会
長
ら
は
食
料
や
調
理
器

具
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
な
ど
の
物
資
を

集
約
し
、
ま
た
各
地
か
ら
の
支
援

を
受
け
て
炊
き
出
し
を
行
う
な
ど

写真 1　紫神社
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避
難
所
運
営
を
行
う
と
と
も
に
、
隣
接
す
る
病
院
や
金
光
教
教
会
、
指
定

避
難
所
で
あ
る
小
学
校
と
の
連
携
、
協
力
を
行
っ
た
。

　

一
〇
月
三
一
日
に
避
難
所
は
閉
鎖
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
も
復
興
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
の
拠
点
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
一
年
一
二
月
に

オ
ー
プ
ン
し
た
五
一
店
舗
か
ら
な
る
復
興
商
店
街
「
南
町
紫
市
場
」
の
計

画
策
定
は
こ
こ
で
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
訪
れ
る
大

学
生
の
宿
泊
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

紫
神
社
の
宮
司
は
羽
黒
神
社
の
菅
原
秀
紘
宮
司
が
兼
務
し
て
い
る
。
菅

原
宮
司
は
新
町
の
北
野
神
社
も
兼
務
し
て
い
る
が
、
同
神
社
も
数
名
の
避

難
者
を
受
け
入
れ
る
と
と
も
に
、
気
仙
沼
の
状
況
、
と
り
わ
け
神
社
周
辺

の
被
災
状
況
を
知
っ
た
人
々
か
ら
の
支
援
物
資
を
多
く
受
け
入
れ
る
拠
点

と
な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
菅
原
宮
司
は
後
述
す
る
古
谷
館
八
幡
神
社
の
熊

谷
正
之
宮
司
ら
と
と
も
に
、
周
辺
地
域
が
被
災
し
た
神
社
を
訪
ね
て
ま

わ
っ
た
。

　

北
野
神
社
は
震
災
前
に
神
楽
殿
・
祖
霊
社
を
建
立
す
る
予
定
で
あ
っ
た

が
、
震
災
に
よ
っ
て
建
設
計
画
が
い
っ
た
ん
中
断
し
た
。
し
か
し
支
援
に

よ
っ
て
再
開
で
き
る
こ
と
と
な
り
、
二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
九
月
に

竣
功
し
た
。
翌
年
三
月
一
一
日
に
は
「
東
日
本
大
震
災
物
故
者
慰
霊
祭
」

を
斎
行
し
、
氏
子
総
代
長
は
じ
め
十
六
人
が
参
列
し
た
。

　

気
仙
沼
市
内
の
神
社
本
庁
所
属
神
社
で
唯
一
社
殿
が
津
波
に
よ
り
全
壊

し
た
の
が
、
弁
天
町
の
一
景
嶋
神
社
で
あ
っ
た
。
震
災
後
、
社
殿
・
鳥
居

の
寄
贈
や
鎮
守
の
森
の
植
樹
を
受
け
て
再
生
し
た
。
し
か
し
、
七
〇
〇
〜

八
〇
〇
戸
の
住
宅
が
あ
っ
た
氏
子
区
域
は
災
害
危
険
区
域
と
な
り
、
水
産

加
工
場
な
ど
は
再
建
さ
れ
る
も
の
の
住
民
は
元
の
場
所
に
住
め
な
く
な

り
、
盛
土
さ
れ
た
近
隣
地
域
に
移
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

松
岩
地
区

　

松
岩
地
区
の
高
台
に
鎮
座
す
る
古
谷
館
八
幡
神
社
（
写
真
２
）
に
は
、

震
災
発
生
時
、
約
二
〇
〇
人
の
住
民
が
避
難
し
た（

（1
（

。
参
集
殿
、
拝
殿
、
宮

司
宅
、
境
内
に
張
ら
れ
た
テ
ン
ト
で
約
八
〇
名
が
一
〇
日
間
の
避
難
生
活

を
送
っ
た
。

　

同
神
社
で
は
震
災
の
年
の
秋
に
祭
礼
が
再
開
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

二
〇
一
一
（
平
成
二
三
）
年
一
〇
月
一
五
日
、
震
災
復
興
祈
願
祭
の
斎
行

と
本
吉
太
々
法
印
神
楽（

（1
（

の
奉
納
、
古
谷
館
打
囃
子
の
奉
納
、
翌
一
六
日
に

例
祭
・
神
輿
渡
御
が
行
わ
れ
た
。
神
輿
は
津
波
浸
水
域
を
含
め
て
巡
幸
し

た
。

　

こ
の
祭
礼
に
あ
た
り
、
熊
谷
正
之
宮
司
は
地
元
紙
『
三
陸
新
報
』
に

「
檄
文
の
よ
う
な
」（
宮
司
談
）
広
告
文
を
寄
稿
し
た
。「
大
災
害
を
経
験

し
た
今
こ
そ
、
私
た
ち
は
祭
り
の
本
義
に
立
ち
帰
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
私
た
ち
が
な
す
べ
き
こ
と
、
そ
れ
は
荒
ぶ
る
海
と
大
地
の
神
を
な
だ
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め
祭
る
こ
と
、
そ
し
て
鎮
め
る
こ
と
。
打
ち
砕
か
れ
、
よ
ご
れ
た
浜
辺
を

祓
い
清
め
る
こ
と
。
鎮
守
の
神
々
の
力
に
頼
り
、
再
び
こ
の
土
地
を
固
め

直
す
こ
と
。」「
鎮
魂
と
は
離
れ
行
く
霊
魂
を
身
体
に
鎮
め
戻
す
こ
と
。
そ

し
て
故
郷
の
鎮
魂
と
は
、
離
れ
て
い
く
そ
の
土
地
の
精
霊
を
、
も
と
の
土

地
に
鎮
め
戻
す
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い（

（1
（

」。

　

こ
の
年
、
同
神
社
に
は
舞
殿
が
落
成
す
る
予
定
だ
っ
た
。
し
か
し
、
津

波
に
よ
り
そ
の
資
材
が
流
失
し
、
建
設
が
中
断
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
民

間
財
団
か
ら
の
支
援
を
得
て
、
二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年
一
〇
月
に
落

成
し
た
。
例
祭
で
の
本
吉
太
々
法
印
神
楽
の
奉
納
の
ほ
か
、
同
年
一
一
月

に
は
地
元
出
身
の
歌
手
、
畠
山
美

由
紀
の
コ
ン
サ
ー
ト
も
行
わ
れ

た
。

　

ま
た
、
熊
谷
宮
司
が
関
東
武

士
、
熊
谷
氏
の
末
裔
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
埼
玉
県
熊
谷
市
と
気
仙
沼

市
と
の
縁
を
と
り
も
つ
こ
と
に
も

な
っ
た
。
熊
谷
市
か
ら
気
仙
沼
市

を
訪
ね
て
支
援
活
動
を
行
っ
た
熊

谷
市
民
が
、
亡
く
な
っ
た
人
び
と

の
慰
霊
と
被
災
し
た
人
び
と
の
励

ま
し
と
な
る
よ
う
、
熊
谷
直
実
の
登
場
す
る
歌
舞
伎
を
気
仙
沼
市
で
上
演

す
る
こ
と
を
提
案
し
、
熊
谷
宮
司
が
実
行
委
員
会
事
務
局
を
つ
と
め
、
二

〇
一
二
（
平
成
二
四
）
年
六
月
二
三
・
二
四
日
に
気
仙
沼
市
民
会
館
で
の

公
演
が
実
現
し
た
。

　

二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年
三
月
一
一
日
、
神
社
境
内
で
「
東
日
本
大

震
災
慰
霊
碑
」
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。
碑
に
は
「
汝な

が
ね
む
る　

こ
の

海
と
と
も
に
」
と
い
う
言
葉
と
と
も
に
、
犠
牲
者
一
五
四
名
の
氏
名
が
刻

ま
れ
て
い
る
。
石
材
店
社
長
の
提
案
か
ら
は
じ
ま
っ
た
も
の
だ
が
、
た
ん

に
津
波
を
記
録
す
る
た
め
の
石
碑
で
は
な
く
、
遺
族
が
そ
こ
で
手
を
合
わ

せ
る
こ
と
の
で
き
る
「
慰
霊
碑
」
を
建
て
る
こ
と
が
、
石
材
店
社
長
と
熊

谷
宮
司
と
の
共
通
了
解
で
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
犠
牲
者
の
氏
名
の

確
認
と
遺
族
の
同
意
を
得
る
こ
と
は
大
変
な
困
難
を
伴
っ
た
。
個
人
情
報

保
護
を
理
由
に
自
治
会
長
か
ら
の
協
力
を
得
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
、
そ

の
さ
い
に
は
神
社
の
世
話
人
に
取
り
ま
と
め
を
依
頼
し
た
。

　

除
幕
式
当
日
は
実
行
委
員
、
遺
族
を
中
心
に
約
六
〇
名
の
参
列
者
が
あ

り
、
宮
司
の
祭
詞
奏
上
に
続
い
て
碑
に
刻
ま
れ
た
犠
牲
者
全
員
の
氏
名
が

読
み
上
げ
ら
れ
た
。
碑
文
に
つ
い
て
熊
谷
宮
司
は
、「［
遺
さ
れ
た
者
が
］

海
に
背
を
向
け
て
生
き
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
い
う
思
い
を
込
め
た

と
語
っ
た
。

　

松
岩
地
区
の
海
岸
近
く
に
尾
崎
神
社
が
鎮
座
し
て
い
る
。
明
治
期
に
古

写真 2　古谷館八幡神社
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谷
館
八
幡
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
が
、
現
在
で
も
「
別
当
さ
ん
」
が
管
理
を

し
、
地
域
住
民
が
護
っ
て
い
る
。
津
波
が
襲
っ
た
と
き
、
同
神
社
の
境
内

に
三
三
人
が
避
難
し
た
。
境
内
に
ま
で
浸
水
し
た
が
、
ロ
ー
プ
を
張
っ
て

皆
で
つ
か
ま
り
、
全
員
助
か
っ
た
。
そ
の
後
、
一
〇
月
第
四
日
曜
日
に
お

祭
り
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
助
か
っ
た
人
び
と
を
中
心
に
六
〇
〜
七

〇
人
が
参
列
す
る
と
い
う
。

唐
桑
町

　

早
馬
神
社
が
鎮
座
す
る
唐
桑
町
の
宿

し
ゅ
く

地
区
は
、
津
波
に
よ
り
六
二
世

帯
中
五
四
軒
の
家
が
流
さ
れ
、
六
名
が
死
亡
し
た（

（1
（

。
住
民
の
多
く
は
旧
唐

桑
小
学
校
跡
地
応
急
仮
設
住
宅
で
暮
ら
し
て
い
る
が
、
元
の
場
所
は
災
害

危
険
区
域
に
指
定
さ
れ
た
た
め
住
宅
を
再
建
で
き
ず
、
高
台
に
移
転
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
神
社
の
位
置
す
る
高
台
に
も
津
波
が
押
し
寄
せ
、

社
殿
・
社
務
所
も
浸
水
し
、
自
動
車
な
ど
が
乗
り
上
げ
た
が
、
建
物
の
流

失
は
免
れ
た
。

　

早
馬
神
社
の
氏
子
は
主
に
、
漁
業
お
よ
び
水
産
加
工
業
を
生
業
と
し
て

い
る
。
梶
原
忠
利
宮
司
は
、「
唐
桑
復
興
支
援
共
同
体
」
の
副
代
表
に
名

を
連
ね
、
氏
子
た
ち
の
生
業
の
復
興
支
援
に
尽
力
し
て
い
る
。
た
だ
、
被

災
後
半
年
は
呆
然
と
し
た
状
態
で
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
毎
年
一
〇
月

第
一
日
曜
日
に
斎
行
さ
れ
る
神
幸
祭
は
例
年
ど
お
り
行
わ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

筆
者
が
訪
問
し
た
の
は
そ
れ
か
ら
二
年
後
の
二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）

年
一
〇
月
六
日
の
神
幸
祭
で
あ
っ
た
。
朝
九
時
、
唐
桑
小
学
校
児
童
ら
三

十
数
名
に
よ
る
宿
打
囃
子
の
奉
納
演
奏
に
続
き
、「
早
馬
神
輿
会
」
メ
ン

バ
ー
約
三
十
名
が
担
ぐ
氏
子
区
域
内
で
の
神
輿
渡
御
が
行
わ
れ
た
。
仮
設

住
宅
を
回
っ
た
後
、
早
馬
山
入
口
の
お
旅
所
で
修
祓
、
祝
詞
奏
上
、
玉
串

奉
奠
が
行
わ
れ
た
。
十
一
時
ご
ろ
、
港
に
到
着
。
そ
の
間
の
沿
道
で
は
、

「
し
め
」
と
呼
ば
れ
る
こ
よ
り
状
の
白
い
紙
が
、
子
ど
も
の
無
病
息
災
を

祈
る
た
め
と
し
て
人
び
と
に
配
ら
れ
た
。

　

十
二
時
に
な
る
と
、
神
輿
を
漁
船
に
乗
せ
、
合
計
十
二
隻
か
ら
な
る
船

が
連
な
っ
て
、
御
崎
沖
に
向
け
た
船
渡
御
が
は
じ
ま
っ
た
。
途
中
、
鮪

立
、
小
鯖
の
漁
港
に
寄
り
、
い
っ
た
ん
神
輿
を
陸
上
に
上
げ
て
修
祓
、
祝

詞
奏
上
、
玉
串
奉
奠
が
行
わ
れ
た
。
御
崎
沖
で
十
二
隻
の
船
が
三
回
旋
回

し
た
（
写
真
３
）
後
、
全
速
力
で
宿
に
戻
り
、
港
近
く
の
禊
場
で
祭
典
、

そ
し
て
神
社
に
還
御
し
た
。

　

祭
典
委
員
会
の
Ａ
委
員
長
に
よ
る
と
、
一
九
九
〇
年
代
の
バ
ブ
ル
期
を

過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
地
域
に
活
気
を
取
り
戻
す
た
め
の
話
し
合
い
が
持
た
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
言
い
、
神
幸
祭
も
約
一
〇
年
前
に
そ
れ
ま
で
の

九
月
一
九
日
（
か
つ
て
は
旧
暦
、
の
ち
に
新
暦
に
変
更
）
か
ら
、
参
加
し

や
す
い
一
〇
月
第
一
日
曜
に
変
え
た
と
い
う
。
ま
た
、
神
輿
の
担
ぎ
手
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は
、
陸ろ

く

尺し
ゃ
くと

い
い
、
ど
の
家
の
者
が
担
ぐ
か
が
決
ま
っ
て
い
た
が
、
そ

の
継
承
が
難
し
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
漁
協
青
年
部
と
神
輿
好
き
の
人
々

か
ら
な
る
「
早
馬
神
輿
会
」
を
結
成
し
て
担
ぎ
手
に
加
わ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
。

　

養
殖
業
を
営
む
漁
協
青
年
部
部
長
で
「
早
馬
神
輿
会
」
の
会
長
Ｂ
氏

は
、
震
災
後
は
落
ち
込
ん
だ
状
態
が
続
い
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
宮

司
が
お
祭
り
を
再
開
す
る
と
決
め
た
以
上
そ
れ
に
つ
い
て
い
く
こ
と
に
し

た
。
神
輿
渡
御
後
の
直
会
（
慰
労
会
）
は
お
お
い
に
楽
し
ん
だ
と
い
う
。

加
工
場
の
再
開
も
二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）
年
三
月
に
叶
っ
た
。

　

宿
地
区
は
九
・
九
メ
ー
ト
ル
の

防
潮
堤
建
設
と
五
メ
ー
ト
ル
の
か

さ
上
げ
が
決
定
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
早
馬
神
社
は
防
潮
堤
よ
り
も

海
側
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
る
。

同
じ
く
防
潮
堤
の
予
定
地
点
よ
り

海
側
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
る
農

地
を
住
民
か
ら
買
い
取
り
、
神
社

の
土
地
と
し
た
。
宮
司
は
、
神
社

付
近
に
人
が
住
め
な
く
な
り
、
沿

岸
部
の
人
口
減
少
が
避
け
ら
れ
な

い
な
か
、
多
く
の
人
と
つ
な
が
り
を
持
ち
、
神
社
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
と
い
う
。

本
吉
町
小
泉
地
区

　

本
吉
町
小
泉
地
区
は
津
谷
川
（
小
泉
川
）
の
河
口
付
近
を
中
心
と
す
る

地
域
だ
が
、
川
を
深
く
遡
上
す
る
最
大
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
津
波
に
襲
わ

れ
、
約
七
割
の
家
屋
が
被
害
を
受
け
、
四
〇
人
が
死
亡
し
た（

（1
（

。

　

小
泉
地
区
は
「
浜
区
」「
町
区
」「
在
区
」
と
い
う
三
地
区
に
分
か
れ
、

さ
ら
に
七
つ
の
行
政
区
ご
と
に
「
振
興
会
」
が
結
成
さ
れ
て
い
る
。
小
泉

地
区
に
は
宮
城
県
の
他
地
域
と
同
様
に
「
契
約
会
」
と
呼
ば
れ
る
生
活
扶

助
組
織
が
存
在
し
て
い
た
が（

（2
（

、
昭
和
五
四
年
（
一
九
七
九
）、
当
時
の
本

吉
町
長
が
全
町
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
全
戸
加
入
の
自
治

組
織
「
振
興
会
」
を
提
唱
し
、
現
在
の
よ
う
に
組
織
化
さ
れ
た
。

　

震
災
後
の
四
月
三
〇
日
ご
ろ
か
ら
、
避
難
所
に
集
ま
っ
た
五
〇
歳
代

（
一
九
五
〇
年
代
後
半
〜
一
九
六
〇
年
代
前
半
生
ま
れ
）
の
住
民
を
中
心

に
、
高
台
へ
の
集
団
移
転
の
構
想
が
話
し
合
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
町
外

か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
得
て
「
小
泉
地
区
の
明
日
を
考
え
る
会
」
が
結

成
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
振
興
会
は
避
難
所
の
運
営
で
手
い
っ
ぱ
い
で
、
地

区
の
将
来
に
向
け
た
話
し
合
い
は
こ
の
若
手
集
団
に
任
さ
れ
た
と
い
う
。

二
〇
一
一
年
一
二
月
に
気
仙
沼
市
長
に
「
小
泉
町
地
区
防
災
集
団
移
転
促

写真 3　御崎沖



國學院雜誌　第 116 巻第 11 号（2015） ─ 24 ─

進
事
業
申
込
書
」
を
提
出
し
、
二
〇
一
二
年
五
月
に
国
土
交
通
大
臣
同
意

を
取
得
し
た
。

　

小
泉
地
区
の
町
区
に
鎮
座
す
る
八
幡
神
社
の
山
内
義
夫
宮
司
は
、
毎
年

九
月
の
例
祭
斎
行
を
な
か
ば
あ
き
ら
め
て
い
た
が
、「
明
日
を
考
え
る

会
」
メ
ン
バ
ー
に
励
ま
さ
れ
る
形
で
例
年
ど
お
り
の
祭
典
と
神
輿
渡
御
を

再
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
例
祭
に
あ
わ
せ
て
例
年
、
素

人
演
芸
会
が
開
か
れ
て
い
た
が
、
小
泉
幼
稚
園
・
小
泉
小
学
校
・
小
泉
中

学
校
の
生
徒
・
児
童
の
保
護
者
た
ち
か
ら
な
る
「CO

O
L

な
親
父
の
会
」

が
運
営
を
名
乗
り
出
て
、「
小
泉
八
幡
神
社
奉
納　

復
興
素
人
演
芸
会
」

と
し
て
再
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

山
内
宮
司
は
毎
年
、
小
泉
小
学
校
の
学
校
行
事
の
ひ
と
つ
「
地
域
探
検

会
」
で
講
師
を
つ
と
め
、
神
社
境
内
で
児
童
た
ち
に
小
泉
の
自
然
に
触
れ

さ
せ
、
地
域
の
歴
史
を
語
っ
て
聞
か
せ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
津
波

被
災
に
よ
り
社
務
所
に
保
管
し
て
い
た
神
社
に
伝
来
す
る
文
書
等
の
貴
重

な
資
料
が
流
失
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
、
地
域
の
歴
史
資
料
を
た
ど

り
直
し
、
神
社
の
歴
史
を
語
り
継
ぐ
こ
と
に
強
い
希
望
を
持
っ
て
い
る
。

二
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
復
興
の
諸
課
題
と
神
社
と
の
関
わ
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
復
興
の
担
い
手
の
再
編

　

津
波
被
災
後
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
復
興
に
お
け
る
課
題
の
第
一
は
、
そ
れ

を
だ
れ
が
担
う
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
行
政
主
導
で
は
な
く
、
被
災

し
た
住
民
自
身
が
主
体
と
な
っ
て
こ
れ
か
ら
の
持
続
可
能
な
地
域
を
構
想

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
焦
点
と
な
る
。

　

気
仙
沼
市
中
心
部
の
紫
神
社
で
は
、
避
難
し
た
人
び
と
を
中
心
に
、
こ

れ
か
ら
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
が
話
し
合
わ
れ
、
ま
た
神
社
が
そ
の
た
め
の

集
会
の
場
と
な
っ
た
。
そ
こ
に
は
震
災
前
か
ら
の
住
民
自
治
組
織
の
存
在

が
あ
る
が
、
神
社
の
施
設
が
そ
の
よ
う
な
話
し
合
い
の
場
と
し
て
開
放
さ

れ
た
こ
と
の
意
義
も
大
き
い
。
九
月
の
「
か
ぼ
ち
ゃ
祭
り
」、
正
月
の

「
ど
ん
と
祭
り
」
へ
の
参
加
の
ほ
か
、
避
難
所
解
散
時
に
は
社
殿
の
屋
根

の
ペ
ン
キ
塗
り
を
行
う
な
ど
、
神
社
と
住
民
・
氏
子
と
の
関
係
も
互
恵
的

な
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る（

（2
（

。

　

唐
桑
町
宿
地
区
で
は
、
震
災
以
前
か
ら
す
で
に
人
口
減
少
の
進
行
と
地

域
の
活
性
化
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
祭
礼
の
担
い
手
の
変
容
も

見
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
従
来
か
ら
の
陸
尺
に
代
わ
る
「
早
馬
神
輿
会
」

の
登
場
で
あ
る
。
漁
協
青
年
部
と
神
輿
好
き
の
若
者
か
ら
な
る
こ
の
団
体

が
す
で
に
結
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
震
災
後
の
祭
礼
の
復
活
に
つ
な

が
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

一
方
、
本
吉
町
小
泉
地
区
で
は
集
団
移
転
と
い
う
課
題
を
中
心
に
五
〇

歳
代
を
中
心
と
す
る
新
し
い
会
議
体
が
結
成
さ
れ
た
。
ま
た
、
幼
稚
園
・
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小
・
中
学
校
の
保
護
者
か
ら
な
る
グ
ル
ー
プ
も
生
ま
れ
た
。
そ
し
て
、
い

ず
れ
も
神
社
祭
礼
を
支
え
る
力
と
し
て
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

滝
澤（

（2
（

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
祭
礼
の
再
開
・
持
続
は
村
落
の
レ
ジ
リ
ア

ン
ス
と
正
比
例
す
る
と
か
、
あ
る
い
は
前
者
が
後
者
の
条
件
で
あ
る
と

い
っ
た
議
論
に
は
留
保
が
必
要
で
あ
る
。
だ
が
、
持
続
あ
る
い
は
変
容
す

る
祭
礼
が
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
の
担
い
手
に
参
加
機
会
を
提
供
す

る
器
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
指
摘
で
き
よ
う
。

外
部
支
援
者
と
被
災
地
域
と
の
連
携

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
域
に
は
、
災
害
対
策
基
本
法
を
は
じ
め
と
す

る
法
令
に
も
と
づ
き
復
旧
・
復
興
の
た
め
の
国
家
予
算
が
投
じ
ら
れ
て
い

る
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
民
間
団
体
や
個
人
に
よ
る
自
発
的
な
支
援

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
な
か
に
は
宗
教
団
体
、
宗
教
者
も

含
ま
れ
る（

（2
（

。
こ
う
し
た
外
部
か
ら
の
支
援
者
と
被
災
地
域
と
が
い
か
に
良

好
な
関
係
を
つ
む
い
で
い
く
か
と
い
う
こ
と
も
、
震
災
復
興
に
お
け
る
課

題
と
な
っ
て
い
る（

（2
（

。

　

こ
の
点
に
関
し
て
気
仙
沼
市
の
事
例
か
ら
得
ら
れ
る
知
見
と
し
て
は
、

神
職
が
外
部
支
援
者
と
地
域
と
を
つ
な
ぐ
橋
渡
し
役
あ
る
い
は
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
関
与
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
神
社
に
届
け
ら

れ
た
支
援
物
資
を
配
っ
た
り
、
他
地
域
の
支
援
者
と
気
仙
沼
の
人
び
と
と

の
交
流
の
機
会
を
橋
渡
し
す
る
と
い
っ
た
事
例
が
こ
れ
を
あ
ら
わ
し
て
い

る
。
そ
こ
に
は
、
神
社
本
庁
や
神
道
青
年
全
国
協
議
会
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
な
神
職
の
全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
け
で
な
く
、
地
域
社
会
か
ら
寄

せ
ら
れ
る
神
職
へ
の
信
頼
の
篤
さ
や
、
神
社
お
よ
び
神
職
家
が
地
域
の
歴

史
と
密
接
に
関
わ
る
文
化
資
源
と
し
て
の
価
値
を
有
し
て
い
る
こ
と
も
要

因
と
し
て
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

自
然
と
の
共
存
に
向
け
た
役
割
期
待

　

復
興
公
共
事
業
に
関
し
て
、
巨
大
防
潮
堤
の
問
題
が
つ
と
に
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
岩
手
県
か
ら
福
島
県
に
か
け
て
の
沿
岸
部
に
、
国
が
約
一
兆
円

を
か
け
て
総
延
長
四
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
防
潮
堤
を
建
設
す
る

事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
専
門
家
か
ら
環
境
や
生
業
へ
の
影
響
が
指
摘

さ
れ
、
ま
た
地
域
住
民
の
合
意
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
疑
問
が
呈
さ
れ
て
い
る
。

　

社
会
学
者
の
小
熊
英
二
は
、
一
九
六
一
年
の
災
害
対
策
基
本
法
制
定
を

嚆
矢
と
す
る
政
府
の
災
害
復
興
ス
キ
ー
ム
が
、
被
災
者
個
人
で
は
な
く
地

方
公
共
団
体
を
対
象
と
し
、
堤
防
や
ダ
ム
建
設
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
工

事
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
後
そ
の
ス
キ
ー
ム
が
行
政
の
縦
割
り
構
造

の
な
か
で
多
元
化
、
硬
直
化
し
て
い
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
弊
害
が

巨
大
防
潮
堤
な
ど
今
日
の
災
害
復
旧
事
業
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
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論
じ
て
い
る（

（2
（

。

　

こ
う
し
た
従
来
か
ら
の
復
興
の
あ
り
方
に
か
わ
っ
て
、
防
災
・
減
災
計

画
や
沿
岸
の
土
地
利
用
が
自
然
環
境
と
調
和
し
つ
つ
将
来
に
わ
た
っ
て
持

続
可
能
で
あ
る
こ
と
を
目
指
し
た
話
し
合
い
の
も
た
れ
る
よ
う
な
公
共
空

間
の
形
成
が
、
こ
の
問
題
に
関
心
を
寄
せ
る
研
究
者
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ

は
じ
め
て
い
る（

（2
（

。

　

二
〇
一
五
年
三
月
一
四
日
か
ら
一
八
日
に
か
け
て
宮
城
県
仙
台
市
で
開

催
さ
れ
た
国
連
防
災
世
界
会
議
で
は
、
本
体
会
議
と
並
行
し
て
、
民
間
団

体
・
市
民
ら
に
よ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
多
数
開
催
さ
れ
た
。

そ
の
な
か
の
ひ
と
つ
に
、
東
北
大
学
大
学
院
生
命
科
学
研
究
科
生
態
適
応

セ
ン
タ
ー
が
主
催
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
沿
岸
生
態
系
を
活
用
し
た
防
災
と

減
災
：Eco-D

RR

の
主
流
化
と
課
題
」
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
世
界
的

に
認
識
が
進
み
つ
つ
あ
る
「
生
態
系
を
基
盤
と
し
た
防
災
・
減
災
」
の
考

え
方
や
実
際
の
取
り
組
み
に
学
び
つ
つ
、
そ
れ
が
日
本
の
復
興
事
業
で
採

用
さ
れ
な
い
と
い
う
現
状
の
シ
ス
テ
ム
要
因
を
探
り
、
ま
た
仙
台
市
蒲
生

地
区
で
の
高
校
生
に
よ
る
沿
岸
復
旧
の
代
替
案
提
出
や
、
気
仙
沼
市
本
吉

町
で
の
「
子
ど
も
小
泉
学
」
と
い
っ
た
実
践
事
例
を
紹
介
す
る
と
い
う
も

の
だ
っ
た（

（2
（

。

　

こ
の
よ
う
な
、
住
民
参
加
型
で
あ
り
つ
つ
、
自
然
と
共
存
し
た
持
続
可

能
な
防
災
・
減
災
へ
の
探
求
に
お
い
て
は
、
自
然
の
脅
威
に
向
き
あ
い
、

自
然
の
恵
み
を
受
け
て
き
た
人
び
と
の
信
仰
に
も
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い

る（
（2
（

。

　

東
日
本
大
震
災
の
み
な
ら
ず
こ
れ
ま
で
災
害
を
蒙
っ
た
多
く
の
地
域
に

支
援
を
行
っ
て
き
た
大
阪
府
岸
和
田
市
・
土
生
神
社
の
阪
井
健
二
宮
司

は
、「
自
然
に
感
謝
し
共
に
生
き
る
神
道
の
こ
こ
ろ
」
を
強
調
し
、
岩
手

県
釜
石
市
で
出
会
っ
た
漁
師
が
絵
馬
に
「
感
謝
・
健
康
へ
・
自
然
の
恵
み

へ
・
そ
れ
で
も
海
へ
」
と
記
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
い
る（

（2
（

。

　

古
谷
館
八
幡
神
社
に
建
立
さ
れ
た
慰
霊
碑
の
文
言
「
汝
が
ね
む
る　

こ

の
海
と
と
も
に
」
は
、
神
社
が
そ
の
よ
う
な
自
然
と
向
き
あ
う
信
仰
を
保

持
す
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
確
認
さ
せ
て
く
れ
る
。

　

す
で
に
震
災
前
か
ら
も
進
行
し
て
い
た
第
一
次
産
業
の
衰
微
と
地
方
に

お
け
る
人
口
減
少
の
な
か
で
、
前
述
の
よ
う
に
神
社
祭
礼
の
担
い
手
の
再

編
も
み
ら
れ
る
な
か
、
神
社
が
自
然
と
の
関
わ
り
と
そ
の
な
か
で
の
信
仰

に
触
れ
る
機
会
を
ど
の
よ
う
に
創
出
し
う
る
か
が
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

結
び
に
か
え
て

　

本
稿
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
復
興
に
神
社

は
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
か
と
い
う
問
い
の
も
と
、
宮
城
県
気
仙
沼

市
で
の
事
例
を
紹
介
し
、
そ
こ
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
復
興
の
担
い
手
の
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再
編
、
外
部
支
援
者
と
地
域
と
の
連
携
、
自
然
と
の
共
存
に
向
け
た
役
割

期
待
と
い
う
三
点
を
抽
出
す
る
こ
と
を
試
み
た
。

　

冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
本
稿
は
現
在
進
め
て
い
る
調
査
研
究
の
途
上
で

記
し
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
協
働
の
な
か
で
模
索
し
て
い
く
べ
き

課
題
を
多
く
含
ん
で
い
る
。

　

本
稿
で
提
示
し
た
知
見
は
他
の
地
域
と
共
通
す
る
課
題
や
解
決
策
へ
と

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
し

そ
の
さ
い
に
は
、
菅
豊
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
安
易
な
「
規
範
化
」・「
マ

ニ
ュ
ア
ル
化（

（3
（

」
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
今
後
の
協
働
に
さ
い
し
て
も
「
過
剰
な
価
値
構
築（

（3
（

」
の
功
罪
に

向
き
あ
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
現
場
で
の
丁
寧
な
対
話
を
重
ね

な
が
ら
克
服
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
産
業
構
造
の
変
動
や
人
口
減
少
と
い
っ
た
不
可
逆
的

に
進
行
す
る
状
況
変
化
の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
に
復
興
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
や

足
が
か
り
を
得
る
の
か
、
そ
れ
に
宗
教
文
化
は
ど
の
よ
う
に
寄
与
す
る
の

か
が
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
二
〇
一
三
〜
二
〇
一
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究

（
Ｂ
）「
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
復
興
の
ア
ク
シ
ョ
ン
リ

サ
ー
チ
」（
研
究
代
表
者　

渥
美
公
秀
大
阪
大
学
教
授
、
課
題
番
号
二
五

二
八
二
一
一
九
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
調
査
は
稲
場
圭
信
（
大

阪
大
学
）
と
共
同
で
行
い
、
秋
野
淳
一
氏
（
國
學
院
大
學
）、
川
端
亮
氏

（
大
阪
大
学
）、
大
久
保
将
貴
氏
（
大
阪
大
学
）、
平
松
誠
氏
（
大
阪
大

学
）、
池
田
奈
津
江
氏
（
弥
生
神
社
）
ら
の
協
力
を
得
た
。

注（1
）
宮
城
県
保
健
福
祉
部
震
災
援
護
室
「
応
急
仮
設
住
宅
（
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
）
供
与
及

び
入
居
状
況
（
平
成
二
七
年
一
〇
月
三
一
日
現
在
）」。 http://w

w
w

.pref.
m

iyagi.jp/uploaded/attachm
ent/331882.pdf

（
二
〇
一
五
年
一
一
月
一
八

日
ア
ク
セ
ス
）

（
2
）
岩
手
県
復
興
局
生
活
再
建
課
「
応
急
仮
設
住
宅
（
建
設
分
）
供
与
及
び
入
居
状
況

（
平
成
二
七
年
一
〇
月
三
一
日
現
在
）」。 http://w

w
w

.pref.iw
ate.jp/dbps_

data/_m
aterial_/_files/000/000/023/870/271031kasetu.pdf

（
二
〇
一
五

年
一
一
月
一
八
日
ア
ク
セ
ス
）

（
3
）
福
島
県
災
害
対
策
本
部
（
土
木
部
）「
応
急
仮
設
住
宅
・
借
上
げ
住
宅
・
公
営
住

宅
の
進
捗
状
況
（
東
日
本
大
震
災
）
平
成
二
七
年
一
〇
月
三
〇
日
現
在
」。 

https://w
w

w
.pref.fukushim

a.lg.jp/uploaded/life/169476_369695_
m

isc.pdf

（
二
〇
一
五
年
一
一
月
一
八
日
ア
ク
セ
ス
）

（
4
）「
被
災
地
、
止
ま
ら
ぬ
人
口
流
出　

39
自
治
体
で
９
万
２
千
人
」『
朝
日
新
聞
』
二

〇
一
五
年
三
月
九
日
。

（
5
）
浦
野
正
樹
「
災
害
研
究
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
─
災
害
の
脆
弱
性
／
復
元
＝
回
復

力
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
軸
と
し
て
」『
環
境
社
会
学
研
究
』
一
六
号
、
二
〇
一
〇
年
、

六
─
一
八
頁
。

（
6
）
高
倉
浩
樹
・
滝
澤
克
彦
・
政
岡
伸
洋
編
『
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
被
災
し
た
民
俗
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文
化
財
調
査
２
０
１
１
年
度
報
告
集
』
東
北
大
学
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
、

二
〇
一
二
年
。
高
倉
浩
樹
・
滝
澤
克
彦
編
『
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
被
災
し
た
民

俗
文
化
財
調
査
２
０
１
２
年
度
報
告
集
』
東
北
大
学
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン

タ
ー
、
二
〇
一
三
年
。

（
7
）
滝
澤
克
彦
「
祭
礼
の
持
続
と
村
落
の
レ
ジ
リ
ア
ン
ス
：
東
日
本
大
震
災
を
め
ぐ
る

宗
教
社
会
学
的
試
論
」『
宗
教
と
社
会
』
一
九
号
、
二
〇
一
三
年
、
一
一
五
─
一

二
九
頁
。

（
8
）
植
田
今
日
子
「
な
ぜ
大
災
害
の
非
常
事
態
下
で
祭
礼
は
遂
行
さ
れ
る
の
か 

東
日

本
大
震
災
後
の
「
相
馬
野
馬
追
」
と
中
越
地
震
後
の
「
牛
の
角
突
き
」」『
社
会
学

年
報
』（
東
北
社
会
学
会
）
四
二
号
、
二
〇
一
三
年
、
四
三
─
六
〇
頁
。

（
9
）
二
〇
一
三
〜
二
〇
一
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
東
日
本
大

震
災
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
復
興
の
ア
ク
シ
ョ
ン
リ
サ
ー
チ
」（
研
究
代
表
者　

渥
美
公
秀
大
阪
大
学
教
授
、
課
題
番
号
二
五
二
八
二
一
一
九
）。

（
10
）
菅
豊
『「
新
し
い
野
の
学
問
」
の
時
代
へ
─
知
識
生
産
と
社
会
実
践
を
つ
な
ぐ
た

め
に
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
、
二
二
六
─
二
三
九
頁
。

（
11
）
気
仙
沼
市
総
務
部
危
機
管
理
課
「
気
仙
沼
市
の
被
害
状
況　

平
成
二
七
年

九
月
三
〇
日
現
在
」。 http://w

w
w

.city.kesennum
a.lg.jp/w

w
w

/contents/ 
1300452011135/index.htm

l

（
二
〇
一
五
年
一
一
月
四
日
ア
ク
セ
ス
）

（
12
）
気
仙
沼
市
震
災
復
興
・
企
画
部
震
災
復
興
・
企
画
課
統
計
係
「
気
仙
沼
市
の
人
口

と
世
帯
数
（
平
成
二
七
年
九
月
末
現
在
、
住
民
登
録
人
口
）」。 http://w

w
w

.
city.kesennum

a.lg.jp/w
w

w
/contents/1146185553349/index.htm

l
（
二

〇
一
五
年
一
一
月
四
日
ア
ク
セ
ス
）

（
13
）
気
仙
沼
市
・
青
龍
寺
（
曹
洞
宗
）
で
の
事
例
に
つ
い
て
以
下
に
触
れ
ら
れ
て
い

る
。
稲
場
圭
信
「
宗
教
者
の
支
援
活
動
調
査
」
稲
場
圭
信
・
黒
崎
浩
行
編
『
震
災

復
興
と
宗
教
』（
叢
書　

宗
教
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル　

第
四
巻
）
明
石

書
店
、
二
〇
一
三
年
、
一
八
九
─
一
九
四
頁
。

（
14
）
南
町
１
区
２
区
３
区
自
治
会
『3.11　

東
日
本
大
震
災　

紫
会
館
避
難
所
』
南
町

１
区
２
区
３
区
自
治
会
、
二
〇
一
一
年
。

（
15
）
古
谷
館
八
幡
神
社
『
東
日
本
大
震
災　

古
谷
館
八
幡
神
社
記
念
誌
：
祈
り
』
古
谷

館
八
幡
神
社
、
二
〇
一
五
年
。

（
16
）
本
吉
太
々
法
印
神
楽
保
存
会
編
『
本
吉
太
々
法
印
神
楽
』
本
吉
太
々
法
印
神
楽
保

存
会
、
二
〇
〇
四
年
。

（
17
）
古
谷
館
八
幡
神
社
前
掲
書
、
四
四
─
四
五
頁
。

（
18
）
東
北
学
院
大
学
ト
ポ
フ
ィ
リ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編
『
更
地
の
向
こ
う
側
：
解
散
す

る
集
落
「
宿
」
の
記
憶
地
図
』
か
も
が
わ
出
版
、
二
〇
一
三
年
、
一
二
頁
。

（
19
）
小
泉
地
区
の
明
日
を
考
え
る
会
『3.11

か
ら
の
挑
戦　

大
好
き
な
小
泉
を
子
ど
も

た
ち
へ
継
ぐ
た
め
に
─
集
団
移
転
は
未
来
へ
の
贈
り
物
』
小
泉
地
区
の
明
日
を
考

え
る
会
、
二
〇
一
三
年
、
一
〇
─
一
一
頁
。

（
20
）
東
洋
大
学
民
俗
研
究
会
『
小
泉
の
民
俗
─
宮
城
県
本
吉
郡
本
吉
町
小
泉
村
』
東
洋

大
学
民
俗
研
究
会
、
一
九
八
二
年
。

（
21
）「
宗
教
と
社
会
の
互
恵
性
」
と
い
う
視
点
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。
板
井
正

斉
「
復
興
支
援
に
お
け
る
共
存
と
祭
礼
行
事
の
か
か
わ
り
─
「
山
田
の
ご
縁
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
組
み
か
ら
」
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
編
、
古
沢

広
祐
責
任
編
集
『
共
存
学
２　

災
害
後
の
人
と
文
化　

ゆ
ら
ぐ
世
界
』
弘
文
堂
、

二
〇
一
四
年
、
八
五
─
八
六
頁
。

（
22
）
滝
澤
前
掲
論
文
、
一
二
六
─
一
二
七
頁
。

（
23
）
稲
場
・
黒
崎
編
前
掲
書
参
照
。

（
24
）
板
井
前
掲
論
文
参
照
。

（
25
）
小
熊
英
二
「
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
か
ら
死
者
は
出
な
い
─
日
本
の
災
害
復
興
に
お
け

る
経
路
依
存
」
小
熊
英
二
・
赤
坂
憲
雄
編
著
『
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
か
ら
死
者
は
出

な
い
─
東
北
復
興
の
経
路
依
存
』
人
文
書
院
、
二
〇
一
五
年
、
二
一
─
八
一
頁
。

法
制
度
上
の
困
難
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
「
条
例
に
よ
る
上
書
き
」
の
提
案
に
つ

い
て
は
、
高
橋
信
行
「
震
災
復
興
と
行
政
法
理
論
─
「
上
書
き
条
例
」
の
活
用
に

関
す
る
試
論
」『
自
治
研
究
』
九
〇
巻
五
号
、
二
〇
一
四
年
五
月
、
三
〇
─
五
八

頁
、
参
照
。

（
26
）
谷
下
雅
義
「
豊
か
な
海
辺
環
境
を
つ
く
る
た
め
に
─
防
潮
堤
問
題
か
ら
見
え
て
き
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た
こ
と
」
小
熊
・
赤
坂
編
前
掲
書
、
一
〇
一
─
一
二
五
頁
。

（
27
）
稲
場
圭
信
・
黒
崎
浩
行
「（
国
際
会
議
報
告
）
第
３
回
国
連
防
災
世
界
会
議
に
お

け
る
宗
教
」『
宗
教
と
社
会
貢
献
』
五
巻
二
号
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
、
七
三
─

九
四
頁
。 http://hdl.handle.net/11094/53823

（
28
）
谷
下
前
掲
論
文
。
千
葉
一
「
海
浜
の
あ
わ
い
─
巨
大
防
潮
堤
建
設
に
反
対
す
る
個

人
的
理
由
（
防
潮
堤
を
考
え
る
）」『
震
災
学
』
四
号
、
二
〇
一
四
年
、
一
三
五
─

一
四
三
頁
。

（
29
）
阪
井
健
二
「
災
害
救
援
・
復
興
支
援
か
ら
考
え
る
神
道
の
力
」『
神
社
本
庁
総
合

研
究
所
紀
要
』
二
〇
号
、
二
〇
一
五
年
、
一
三
四
頁
。

（
30
）
菅
前
掲
書
、
二
三
五
頁
。

（
31
）
菅
前
掲
書
、
二
三
七
頁
。


